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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物はβ2アドレナリン受容体をリン酸化して、高濃度アゴニストで観察されるアゴニスト特異的な脱感作を媒介すると考えられます。このタンパク質は、普遍的に細胞質に存在する酵素であり、βアドレナリン受容体および関連するGタンパク質共役受容体の活性型を特異的にリン酸化します。βアドレナリン受容体とGタンパク質の異常な共役は、心不全の病態形成に関与しています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + [βアドレナリン受容体] = ADP + [βアドレナリン受容体] リン酸。,触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リンタンパク質。,機能：βアドレナリン受容体および密接に関連した受容体のアゴニスト占有型を特異的にリン酸化して、おそらくそれらの脱感作を誘導します。,オンライン情報：βアドレナリン受容体キナーゼエントリ,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。AGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 GPRKサブファミリー。, 類似性：AGCキナーゼC末端ドメインを1つ含む。, 類似性：PHドメインを1つ含む。, 類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含む。, 類似性：RGSドメインを1つ含む。, サブユニット：GIT1と相互作用する（類似性による）。ケモカイン刺激を受けたCCR5と相互作用し、リン酸化を行う。, 組織特異性：末梢血白血球に発現する。,
	研究分野
	ケモカイン;エンドサイトーシス;
	画像データ
	

	ARBK1抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GRK 2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	GRK 2ポリクローナル抗体を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。
	

	パラフィン包埋ヒトリンパ腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒトリンパ腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

